
ドンキレクの近代主義者

- 部落長 のア-マッ ド ー
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トンキL,ク部落の部落長 (ゾ一一ヤイノミーソ)の7-

マッドは,変わ り者だ｡もっとも,部落民は,かなら

ずLもかれを変わ り者とはいわないo気性が激しく,
反応がす速いかれの性分を恐れてか,去面上は,かれ

にけちをつけるものはだれもいない｡しかし,外部の

もののLiには,かれは,やはり,どことな く変わって

いる｡毎日,夕方になると,かれは,自宅から少し離

れたゴムの畑に行き,ヤシの尖のわんに米を入れて,

鶏についばませる｡ ついばむ 某日よいつも1羽 だけで

ある｡1羽の鶏を可愛いがる情l封こほ,なんともいえ

写真 1 鶏にえさをやる7-マッド

ない 無邪気 さとおかしみとがある｡ この ア-マッド

が,ある口,とんでもないことをしでかした｡さすが

の部落民も,そのときは,かれを変わ り者と呼んでは

ばからなかった｡ ドンキL/クのa'i-5集落の西のはずれ

に 1本の 大きな マンゴーの末が 生えていた｡ この木

は, ドンキレク住民全体の共有財産だった｡なぜなら

ば,この木にむかって khophon (願かけ)を した

ら,それがかなえられるからだ07-マッドが,なに

を khophonLたかはまっからない｡ しかし, どうに

も思 うようにことが運ばなかったのだろう｡かれは,

その口,愛用のなたで,その神聖なマソゴーを切り倒

してしまったのだった｡住民は,かれを変わ り者と呼

んだが,かれをとがめようとはしなかった｡なぜなら,

かれと同じように,空しくはかな く khophonした

経験は,だれにもあったからだ｡

ア-マッドは,いうまでもなく,イスラム教徒であ

る｡そのくせして,酒は飲むし,祈祷もずるけがちで

ある｡だからドンキレクの トイマム (導師)は,かれ

を,かねてから嫌っている｡ トイマムにいわせると,

7-マッドは,徳も神の祝福もなにもない可哀想な男

なのだ｡この無法者の部落長が,神聖な木を切り倒し

たことは, ドンキレクの歴史のうえでは,ひとつの画

期的な事件であった｡といっても,なにも神聖な木が

1本失なわわたからというわけではない｡神聖な木を

切 り倒した事件は,先例があるのだ｡かつて,第 4集

落に,1本の巨木が繁っていた.｡住民は,phiが宿っ

ていると信じ,畏れていた｡ある男が船の材料に売ろ

うとして切りかけたが,なたの刃が幹には ね か え さ

れ,どうにもならなかったという｡この木は,結局,

メッカから帰って来たひとりの若い勇に,すいすいと

切り倒されたとい う ｡その男は,いま部落の子供たち

にコーラソ読みを教えているマ～ソ先生である｡マ-

ソほ,部落きってのインテリだ.｡そうした神聖な木を

切り倒せるのは,マ-ソ先生のような,宗教的な徳を

柚んだ人でなければいけないはずなのに,のんだくれ

の部落長が,それをすいすいと切り倒したのだから,

住民は,ふつ う,7-マソドのことを,ナ一一イバー

ン ･マッドと呼ぶ｡マッド部落長という意味だ｡ある

いは,マッド･ナ-イノミ･;/ともいう｡マッドという

-/(J前は, ドンキレクではざらにある名前だし,いちい

ち,マッド･ロンシ- (精米所のマッド)とか,マッ

ド･スワンソム (みかん畑のマッド)とか,形容句を

つけて区別しなくてはならない.｡形容のつけ万が天才

的にうまい男がひとりいるがそのかれがア ～ マ ッ ド

を,マッド･ナ-イバーン (部落長のマッド)と呼ぶ

ので,他の適中もそれに従って,そう呼んでいる｡ア

-マッドの親父もかつて部落長だった. しかし, あ

るとき強盗 に射ち殺されて死んだ｡要職 の継承が世
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写真 2 太鼓を叩いて住民を召集するア-マッド

襲化する傾向をもつ ドンキレクでは,父が 死 ん だ あ

と,成人したア-マッドがなかば自動的に部落長にな

れても不思議ではなかった｡ア-マッドは,だから,

部落の ｢名門｣の血をひくわけだ｡かれの苗字はピソ

ドゥレムである｡ピソドゥレムというのは,部落でも

っとも多く数えられる苗字だ｡タイ国で苗字制度が一

般的に採用されたのは,ラーマ6世の御代1916年のこ

とだが,その折,郡役所からの命令で苗字をつけるよ

う頭をひねったあとで,部落のいちばん偉い一族が,

このピソドゥレムを選んだといわれている｡タイの農

村では,イ-の系譜は,社会のさほど重要なファクタ

-ではないので,苗字にこだわるのは不賢明かも知れ

ないが,それでも,血縁関係を知るうえでのひとつの

手掛かりにはなる｡ ドンキレクでは,苗字の問題が案

外話題になることが多い｡それというのも,商タイ社

会の特徴として,かなり閉鎖的 ･孤立的な性格をもっ

ていた ドンキレク部落に,社会的流動性の高まりとと

もに,他の社会の人間がはいり込んで来る よ うに な

り,それと共に,耳慣れない苗字が部落に入って来た

からだ｡プアサレとか ビンヌイなどは,かつてここに

はなかった苗字である｡-また,仏教とムス リムとが混

在するタイイスラム地帯であるだけに,仏教徒との通

婚もままおこなわれ,その結果,本来仏教徒がつかっ

た苗字もはいって来ている｡部落民の一部がつけてい
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るサイバクディー,ダムシーとかチョ～プンガ-ムと

かは,そもそもイスラム教徒の苗字ではない｡

2

ア一･マッド･ビンドゥレムは,その点,生粋の ドソ

キレク子なのだ｡このかれが,酒 を の ん だ り,1く110

pllOnの木を切ったりして,部落古来の約束事にそむ

きがちであるのは面白い｡ア-マッドには,本妻のほ

かに,第二妻がある｡第一妻と第二宴とはいたって仲
がいいOなぜなら,ア-マッドが,待遇一切平等のル

ールをきちんとまもっているからだ｡かれは,5日交

替で泊 り家を移している｡ ドンキレクでは,第二妻を

もつはあい,1口交替がふつ うで,5El交替というル

ールは珍しい｡かれは,第二妻とのあいだに,一女を

もうけている｡この娘は,髪に野花を飾ったりする趣

味のいい芸少女なので,村の若物に評判がいい｡もっ

とも,木登 りも得意である｡去年の秋のこと, トイマ

ムの息子がこの娘にいたずらをしかりて失敗,そのこ

とがアーマッドの知るところとなって, トイマムとの

あいだがますます剣呑になった｡ア-マッドは,部落

長だけあって口が達者だし,きまり文句をいうだけの

ムスリムの導師ではたち才丁ちできない｡頭の回転が早

い上に,思ったことをずばずば口に出す｡ トイマムは

祈祷堂での大事な演説のときには,きまって足をがた

がたふるわせる気の弱い男なのだ｡

国家全体として,本来的な形でのムスリム教団組織

が成立していないタイ国では,ひとつひとつの村落単

位での トイマムの役割が,たい-んな比重をおびてい

る｡タイでのムス リムの組織化は,内務大臣-･県知事

-ムス リム県委員- トイマム,という具合になってい

て,政治的統合の趣旨が先に立っている｡ムスリム県

委員にしても, トイマムと内務省機構との リエゾン機
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写真 3 ザカットを受けるトイマム
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能を働 くだけの存在でしかない｡すべてが政治的なの

である｡そこで,ひとつひとつの村落レベルの トイマ

ムが,大きな役割を働かねばならないことになる｡ ト

イマムがしっかりしているところでは,村の宗教的秩

序は立派な規律をもち,しっかりしていないところで

は,規律が乱れてくる｡

アーマッドとトイマムとの喧 嘩は結局,7-マッド

が トイマムをソソクラーの町にある郡警察署まで連れ

て行き,そこで話をつけるところまでいった｡ トイマ

ムは,そこでもがたがたふるえたに違いない｡かれは

部落長に,息子のいたずらの慰謝金を払わねはならな

かった｡7-マッドは, トイマムがそれほどこわくな

いのである｡

ア-マッドは,月に 1度郡役所でひらかれる村長 ･

部落長会議には,村長 (カムナソ)のお供をしてかな

らず出席する｡その日,かれは制服を身にまとい,い

つも裸足のくせに靴をはき,村長の家まで 4km歩き,

村長の車に便乗して町まで行く｡ ドンキレク部落はパ

ウォン村にある｡パウオソ村の村長は,カムナン ･ヨ

クという名で親しまれ,ソソクラー県の知名士のひと

りである｡ゴム園の農業労働者から叩き上げたたいへ

んなやり手で,いまでは不可能ということを知らない

男になっている｡ソソクラー県第2の村長といわれる

が,第 1になれないのは,かれよりうわての村長がひ

とり健在だからだ｡その第 1の村長は,内務大臣プラ

パー トと知己関係にあるのに,ヨク村長は,残念なこ

とに,内務次官とかすかに知 り合っているだけ で あ
る｡ア-マッドは,このヨク村長を尊敬している｡i/

ト1)ックに満ちたさまっやかな弁舌,社交性,威厳,た

い-んな財産,それにスマ～トな近代性･･-･･経済合理

主義一本で生きて来た偉大なる個人主義者ヨク村長の

特性のすべてが,アーマッドを圧倒するのである｡ア

-マッドには,それらの特性に感応するだけの素地が

あるのだ｡部落長として,町に出る機会が 人 一 倍 多

い｡倖い役人に会う機会も多い｡町に出ると,色彩映

画もあれば,酒もある｡タイの役人は,お しゃれ だ

し,派手に遊ぶのが好きであるOア-マッドは,これ

らのことどもをすべて知識として知っている｡

郡役所の会議から帰ると,金曜日のプラチュム (部

落民会議)で,郡からの連絡事項を集まった男衆にっ

たえる｡そのときの口調は,ヨク村長のそれに似てい

るし,威巌に満ちてもいる｡プラチュムがおわると,

写真 4 ドンキレクを訪れたヨク村長

形通 り祈祷をおえ,家に帰り,酒をのみ,そして,｢l

幕れになると,1羽の鶏にえさをやるのである｡

3

ムスリムの社会は,聖典の教義の解釈によって秩序

づけられる神政的社会である以上,どこのどんなちっ

ぽけなムスリム集落にも,司祭老づら した ｢イ ンテ

リ｣がいるものである｡南タイの片隅にささやかに位

置するドンキレク部落にも,ムスリムのことならなん

でも聞いてくれ,といいたげな顔つきのインテリが数

人いた｡先代の トイ-ムを勤めて引退した トンレ爺さ

んは,私に面接を受けるたび毎に,むつかしいアラビ

ヤ文字の本をとり出してきて,読んできか せ て くれ

た｡通訳として始終私につきそっていたのは,吉葉の

もっとも極端な意味において世俗的なサニット青年だ

ったが, トジレ爺さんのこのお説教趣味をきらった｡

しかし,サニットの個人的評価の如何に拘らず,爺さ

んは,部落のインテリ中のインテリなのだ｡いまの ト

イマムは,この トジL,の女婿であり, トジレの威光で

トイマムになれたのだが,やはり,ムス リムについて

の物識りで,本もかなりもっている｡

これらのムスリム型の ｢インテリ｣のほかに,一風

変わった ｢インテリ｣がひとりいる｡暇があると茶店

に来て,腰に差した小刀でひとの頭やあごを剃るのが

趣味で,私もときどきかれにひげを剃らせた｡石鹸な

どあろうはずもなく,じかにぞりぞりやるので少し痛

いが,かれのナイフはよく切れる｡かれの頭 の働 き

も,その小刀に劣らず鋭い｡部落民は,まだ33才のこ

のバンレツプ青年を,次代の トイマムと目して尊敬し

ている｡バンレヅプは,既にメッカ詣をすませ,また

バク二のムスリム学校で学んだ経験をもち,その点で

はやはり部落でも一級のムスリム型 ｢イソテリ｣であ
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写真 5 祈祷堂でコーランを朗読する

バンレツプ青年

るのだ｡しかし,かれがはかの連中と少し違っている

のは,たとえばタイ語が皆目読めない トジレ爺さんな

どと違い,タイ語がすらすら読めるし,それにおおか

たその部落民にはわからないラジオ放送の言葉も完壁

に理解する点である｡ア-マッドは,このバンL/ツプ

青年をなぜか苦手としている｡

ある日の午後,茶店で,このふたりがばったり出会

い,喋り好きのふたりは,馬糞臭い紅茶をのみながら

話しはじめた｡私は,傍で,一部始終を聴いていた｡

ふたりは,ふとしたきっかけから,khwa●nlChara●n

(進歩)とはなんぞや,という珍しく高まいな議論を

はじめた｡私が,そういう話題に導いたのだったかも

知れない｡ア-マッドもバンレツプも,いかにもイン

テリらしく,khy●wa● (つまり)という言葉を幾度

もつかったあげくひとつの共通した結論に逢した｡か

れらは,｢khwa●m chara●n とは,われわれが tha●

naをあげることである｣と表現した｡tha●naとは,

身分とか地位とかいうニュアンスの言葉であるoふた

りは,奇しくも同じ考えに至ったようだったが,その

実,心の底の思惑は少しずつ喰い違っていた のだ っ

た｡というのは, ｢tha●1laを上げる｣ ということの

意味を,バンレツプ青年のほうは,メッカに行 った
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り,ポノ (私設の宗教学校)を開いたりすること,と

考えていたのにたいし,ア-マッドのほうは,同じ表

現で.たとえばヨク村長のような tha-naの獲得を考

えていたのだった｡つまり,バンレツプは,あくまで

も宗教的論理において thànaの高低を考えるのに反

し,ア-マッドは,脱宗教的な社会論理においてそれ

を捉えようとしたのだ｡しかし,だれの tha●naを問

題にするのか,社会にどんな tha●naがありうるの

か,tha●na を上げるにはどうしたらいいのか,バン

レップにもア-マッドにも,そこまで掘り下げる訓練

はできていないようであった｡

それから2, 3日して,ア-マッドの親戚の家に不

孝があった｡ひとりの中年者が子供を残して死んだの

だった｡l過問後, トイマムの手で遺産分 割 が な さ

れ,以下のような具合に4人の子供が遺産を受けた｡
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そばにいあわせたア-マッドに, ｢土地の規模が小

さくなったね｣というと, ｢昔は,土地はとり放題だ

った｡ひとりで50ライ,30ライの畑地をもつのはふつ

うだった｡日本軍が来たころから,土地が値段をもつ

ようになった｡もう今では, ドンキレクには,未開墾

の土地はないし,兄弟間でも土地は売買されている｡｣

と,部落長らしく,事務的に返事した｡しかし,ア-

マッドは,まだ余裕ありげな口ぶりだった｡ ｢俺の子

供が大きくなる時分までは,土地には困ることはなか

ろう｡｣

恐らく,ア-マッドには,tha●naをあげることが

どんなにたい-んな課題なのか,よくわかりっこない

だろう｡しかし, tha●naが上がらないか ら とて,

khophonする木も,もはやないのである｡ トイマム

と仲良くするよりは,やはり酒に浸りたいだろうし,

ヨク村長を憧れたがよくもあろう｡ア-マッド部落長

は,やはり,よかれあしかれ,少し変わっているよう

だ｡かれは,当年とって48才,まだ老い込む年令でも

ないから,これからもいろいろ変わったことをするだ

ろう｡そんな運命にある感じだ｡
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